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例 言

1.本 書は・平成3年 度に国、県の補助金を得て津和野町教育委員会が実施 した埋蔵文化財

分布調 査の概要報告書である。
たかみね たか た

2・ 調査を実施 レた地区は・島根県鹿星郡津和野町大字高峯・通称高田地区であ る。
たかた

3.調 査を実施 した遺跡は、高 田遺跡である。

4.調 査にあたっては、下記の方 々にご指導いただいた。 一,1

島根県教育委員会文化課管連指導係長 川 原 和 人 氏

津和野町文化財保護審議会会長 鎮 川 兼 光 氏

5.本 書に用いた方位は、遺跡分布図お よびテス トピット配置図は真北を示 し、その他は磁

北を示す。

6.本 書中に用いた記号TPは 、テス トピットの略号である。

7.テ ス トピット実測図のスヶ一ルは 、1/40で ある。また、遺物実測図のス ケールは、土器

は1/4、 石器は1/2で ある。

8.写 真 図版中の遺物番号は、遺物実測図の遺物番号に対応する。

9.一一調査に よって作成された記録類および出土遺物は、津和野町教育委員会に保管 されてい

る。

10.調 査の体制は、下記のとお りである。

調査主体 津和野町教育委員会 教育長 山根津知夫

調査指導 島根県教育委員会

事 務 局 津和野町教育委員会 教育次長 山本朋子(～ 平成3年5月)

竹下宣孝

〃 文化財係 長嶺常盤(～ 平成3年5月)

広石 修 北浦弘人

調査担当者 〃 文化財係 北浦弘人



1.調 査 に い た る経 緯(第 、図)

津和野町では、昭和52年 度以来町 内各所でほ場整備事業が実施 されて きた。埋蔵文化財の

保護 と事業計画ゐ調整については、それまで分布調査 の実績がな く、遺跡 の周知化 は、.郷土

史家岩谷建三氏(故 人)の 精力的な資料の蓄積 に頼 るのみ であウた。津和野町教育委員会で

は、ほ場整備事業計画の策定後、事業主体者であ る津和野町土地改良区 と、埋蔵文化財の取

扱いについて協議を重ねて ぎたが、 この ような状況においては、調査資料の不備は否めない

ものであった。早急 に事業計画地内の埋蔵文化財 について、 より詳細な分布状況を把握 し、

保存についての措置を講 じる必要性が生 じた。当初は、島根県教育委員会、山 口 ・島根両大

学にご助力いただき、分布調査を実施 して ぎたが、平成元年度匠埋蔵文化財担当職員を配 置

す るにいたって、町 として対応できる体制 を整えることができた。

昭和63年 度に島根大学考古学研究室によろて表面踏 査を実施 していただ き、広範囲にわた

る近世 の遺物散布 が確認 された。 これを受けて平成元年度以降今年度まで毎年約3haを 対象

として分布調査を実施 して ぎた(第1図)。 今回の分布調査は、津和野町教育委員会の直営

事業 として、国、県の補助金 を得て 実施 した。調査は、事業計画を勘案 しなが ら合計28ケ 所

のテス トピヅ トを設定 して行い、試掘総面積 は、19gmと な った。

調査に際 して、以下の方 々のご協力を得た。記 して深謝いた します。『・

土地所有者

調査協力

三浦 芳一

倉益 増衛

舛成 義一

河野里五郎

三浦千鶴子

河野 実

岡 伯明

村上 文子

野村 満

三宅 勲

石井'信 義

舛成 米子

長嶺三千子

三浦源太郎

兼子 和恵

田島 正憲

野村 誠

羽山 尋

三宅 キク

河野 福江

三浦 芳枝

河野八重子

河野八重子

堀 早苗

三浦 健志

河野 昇

三宅 晴子

羽山'尋

三宅 弘子

野村 好江

三浦 リヨ子

三宅 広善

堀 亀善

下森寿美子

・河野 武男

堀 トミル

米本 潔

中島 由紀

津:和野町土地改良区

第1図 高田地区における分布調査の状況
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ll.調 査 地 の位 置 と歴 史 的 環 境 傑2図 ～4図)

つ わ の ち ょう

津 和 野 町 は ・ 面 積139・4K㎡ ・ 人 口約7,000人 を 擁iす る 山 陰 屈 指 の 観 光 地 で あ る 。 島 禄 県 の

かのあし

西端部に位置 し・鹿足郡 に属す る。県都松江市 とは・直線 で約160kmの 離隔が あ り・町域9)
はくさん あ おの

西側では・山 口県 と県境 を接 してい る(第2図)。 白山火山帯の西 端にあたる青野火山群 の造
とくさがみね あ おの やま

山活動は、標高989.2mの 十種峯や907.6mの 青野山などの高峰を育み、当町の地勢形成に大

きく関与 している。町域を大 きく蛇行する津和野川は、中国山地西部の山並み に狭長な谷間
にちは ら たかつ がお ます だ

を刻み・津和野町 に隣接する 日原町で高津川 と合洗 し・益田市沖の 日本海に注いでい る。西

石見地方の歴 史は、この高津川水系によって育まれてぎたと言える。
の の ごう

もと石見国鹿足郡能濃郷 と称 した津和野 の歴史は、現在 までの ところ、縄文時代の早期 ま
たかた

で潮 ることが確認されている。高田遺跡(第3図1)か ら早;期の押型文土器を伴 う土坑が検出
やまさき

されているほか・山崎遺跡(第3図15)・ か らも押型文土器が出土 している。高田遺跡か らは
おおかげ

後期の土墳墓 も確認 されてお り、また隣接する大蔭遺跡(第3図3)か らは、後期後半の西平

式土器や当該期の石器類が多量に採集 されてお り・ほ砥 単一の時期を示す土器相によ り、一

大集落の存在が想定されている。・
に しな かぐみ

弥生時代 においては、高田遺跡や山崎遺跡、西中組遺跡(第3図14)で 後期後半以降 の土

器演確認 されている。高田遺跡でば当該期 の竪穴住居や土器棺墓が検出されてお り、また山

崎遺跡でも当該期 の竪穴住居が確認されている。 この時期、防長地方の素縁 、山陰地方㊧複

合 口縁 の両者の土器がみ られ、陰陽両地方を結 んでの盛んな人々の往来があった ことが偲ば

れ る。
き べ か じ ばら

現在の ところ津和野町内で確認 されている古墳は、木部地区の鍛冶原古墳群中の5基 のみで
なか

ある。未調査であ り詳細は不明だが、主体部は横穴式石室であるとみ られ る。高田遺跡や中
ざ

座遺跡群(第3図4)で 古墳時代

の土師器、須恵器が多数:出土 し

てお り、、 これ らの周辺に古墳 が

鳶 存在す る可能性は高い。
＼

13世 紀以前の津和野の歴史に

ついては文献資料が存在せず、

唯一考古学的な検証によって辿

ることがで きる。高田遺跡では

奈良、平安時代の須恵器、土師

第2図 津和野町の位置
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第3図 高 田遺 跡 周 辺 遺 跡 分 布 図

1.高 田遺 跡2.喜 時 雨 遺 跡3.大 蔭 遺 跡4.中 座 遺 跡 群5.津:和 野 城

6.要 害 山 砦7.中 荒 城8.茶 臼 山城9.伝 吉 見 民 部 墓(宝 簾 印 塔)

10.鷲 原 八 幡 宮11.陶 晴 賢 本 陣 跡12.横 瀬 遺 跡13.田 平 の 至 徳3年 銘 宝 簾 印 塔:

14.西 中 組 遺 跡15.山 崎 遺 跡16.森 遺 跡17.丸 山遺 跡18.山 根 遺 跡

19.伝 吉 見 正 頼 夫 人 墓(宝 簾 印塔)20.伝 吉 見 頼 行 墓(宝 筐 印塔)21.日 浦 遺 跡
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器が多量に出土 しているほか、緑粕陶器や皇朝十二銭の一種、犀

和昌寳(836年 初鋳)が 検出されている。当地が古代 の西石見地f.

の重要な拠点であ った ことは想像 に難 くない。
よしみ よりゆき

弘安5年(1282年)の 吉見頼行入部以降、吉見氏による領地経憧

に よって津和野は政治 ・経済 の中枢 としての体制を整え、慶長5年

(1600年)の 関 ケ原 の役後16年 間の最蒔置盤 の治領、竃詳氏の幕

末に至るまでの藩政時代を通 じて、城下町 として繁栄 した。近年

発掘調査に よって、中、近世 の様相 も考古学的に徐 々に明 らかに

な りつつある。

高 田遺跡では・16世 紀代の掘立柱建物群 が検出され、吉見時代 第4図 調査地表採遺物

の武士団集落 の居館跡と推定 された。青磁 、白磁、染付磁器などの輸入陶磁器類のほか、 日

常雑器と して多数の土師器、瓦質土器が出土 してお り、往時の生活を偲ばせている。遺跡の

一一部には・金属製品の生産工房 と思われる一画があ り、鉄釘や、金銅製 の釘 隠し用化粧板な

どの建築部品 のほか、鉄鐡や鎧 の小札、鉄砲の玉などの武器、武具類が多数 出土 している。

この工房遺構 に付随 す ると考 え られる祭祀遺構 も検出され、その手厚さか ら推 して も、政

治・経済・軍事の重要な拠点 として、高田遺跡が機能 していたことが推察 され る。高田地区
わしばら

の南東部には、応永12年(1405年)遷 座 と伝えられ る鷲原八幡宮(第3図10)が 所在す るほ

か、周辺の丘陵上には津和野城(第3図5)の 支城である'串鷲域 う(第3図の や秦百笛裁 う(第3
.よ しみ みん ホ

図8)が 築城 され てい る。 また 吉見民部 の墓 と伝わる宝筐印塔(第3図9)が 存在するよう

に、高 田地区の周辺には中世の名残が散見 してお り、吉見氏の本拠地の一画をな していた可

能性 がある。

な よし がわ

今回の調査地(第3図A、B)は 、高田遺跡 内に位置す る。津和野川とその支流名賀川に
ロくもい みね こ うより

よって形 成 された氾濫原に立地 し、『標高523mの 雲井峯の山麓にあたる。従来鴻寄遺跡 と称

され てきた遺物散布地を範囲に含んでお り、近世の陶器片(第4図1・ 卸皿)や 須恵器片の表

面散布が確認される地帯である。
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皿.発 堀調査 の概要

1.調 査の方法と経過(第3、5、6図)

発掘調査は、前述のとお り今後予定 される開発計画の調整資料 を得るための試掘調査 とい

う基本的な性格のため 、遺構の存在確認 と遺物の包蔵範囲の把握を主眼 として行 った。調査
たかみねやま

対象地は、津和野川の氾濫原上に立地す るA区 と、高峯山か ら東北東に延びる小支丘上に立

地するB区 に分けられ る(第3図A、B)。
こ うより

A区(第5図)は 、従 来鴻 寄遺跡 と称 され 須恵 器の遺物散布が確認 されている一画を含

む。丘陵の延長部分で尾根状の微地形上にあた る部分に、特 に遺物 の散布が顕著である。今

回はその縁辺部に、集中的にテス トピ ヅトを配置 し、遺跡の広が りを追求 した。また、氾濫

原における遺物の散布状況の把握 に努めた。テス トピットは、約40～80mの 間隔をおき、概

ね 調査地を東 西方 向に横断す る形で設定 した。当初はTP-1～22を 設定 したが、調査地が

氾濫原にあた り、出土遺物が流れ込み遺物か否かをさらに詳細 に把握するため・TP-25～

28を 追加設定 した。結果的に遺構を確認できたのは、TP-22の みである。他のテス トピツ

トの状況はほぼ一様で、氾濫堆 積 によるシル ト層で厚 く覆われていることが確認された。

第5図A区 テ ス トピ ッ ト配 置 図
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第6図B区 テス トピッ ト配置図

ただ し遺物の出土状況には粗密があ り・TP-21、26、28で は特 に集 中して須恵器の出土 を

み牟。B区(第6図)は ・大半を牧草
一栽培のため段状 に削平 されてお り・原況を留めていな

し}。頂 上 部 分 にTPI-23、24の2ケ 所 の テ ス トピ ッ トを配 置 した が 、 遺 構 、 遺 物 は 検 出 さ れ

な か っ た ・A・B両 区 を通 じ・ 各 テ ス トピ ッ トご と に 遺 物 出 土 状 況 の 写 真 撮 影 を行 っ た 後 、

層 位 ご と に 遺 物 を 取 り上 げ た 。 ま た ・ 土 層 断 面 セ ク シ ョ ンの 写 真i撮影 、 実 測 を 行 い 、 遺 構 を

確 認 し牟 テ ス ト0ッ トに つ い て は ・ 遺 構 検 出 状 況 写 真 の 撮 影 後 、 平 面 図 を 作 成 し た 。 調 査 後

は 、 完 掘 状 況 写 真 の 撮 影 後 、 す べ て の テ ス トピ ッ ・トに つ い て 埋 め 戻 しを 行 った 。 な お 、 調 査

期 間 中 度 重 な る雨 に 見 舞 わ れ 、 一 部 テ ス トピ ツ トが 冠 水 し、 排 水 作 業 に 手 間 取 った こ とを 記

して お く 。 現 地 調 査 は 、 平 成4年1月 か ら実 施 し、 同 年2月 に 終 了 した 。

2.調 査 の 概 要

(1)A区 の 調 査(第5図)

高 田 集 落 の 北 東 部 分 、 津:和野 川 の 西 側 に 広 が る 水 田 地 帯 が 対 象 地 で あ る 。 現 況 で は 標 高

173～177mの 間 に 位 置 し、 最 高 位 のTP-22か ら最 低 位 のTP-1ま で の 直 線 距 離 約280mの

間 の 比 高 差 は3.2mと 、 平 坦 地 が 広 が って い る 。 標 高176m以 下 に位 置 す るTP-22以 外 の テ
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ス トピットでは、氾濫堆積 によると思われるシル ト層や礫層が確認 され、流れ込み と思われ

る遺物の出土はみ られ るもののN遺 構を確認するにいたらなか った。調査区の南部・TP一
えいたんがわ

1～7付 近 に 西 方 か ら流 れ 込 む 永 谷 川 は 、 小 河 川 な が ら近 年 ま で氾 濫 を 繰 り返 して きて お り、

ま たTP-13付 近 か ら津 和 野 川 の 護i岸 が 決 壊 し・ 調 査 区 の ほ ぼ 全 域 が 氾 濫 に さ ら され た こ と

が 幾 度 も あ っ た と聞 く。 遺 構 の 遺 存 が 困 難 な 状 況 に あ った も の と い え よ う。TP一 一一22を 設 定

し た 田 地 は 、TP一 一一21、28の 位 置 す る 田 面 よ り急 激 に 高 く な り、 そ の 比 高 差 は 約1mを 測

る 。 この テ ス トピ ッ トか ら は 、 柱 穴 状 の 落 ち 込 み な ど ピ ッ トが 検 出 さ れ て お り、 これ よ り北

西 側 に 遺 跡 地 が 広 が る 可 能 性 が 高 い 。 こ の 一 帯 が 従 来 の 鴻 寄 遺 跡 に あ た る 。TP-21、26・

28付 近 で は 遺 構 を 確 認 で ぎ な か った が 、 多 量 の 須 恵 器 を 包 含 す る 暗 灰 色 シ ル ト層 が 広 が っ て

お り、TP-22側 か ら の 流 れ 込 み と判 断 さ れ た 。

TP-1

標 高173.1mの 田 地 に 設 定 した 、5×2mの テ ス ト ピ ッ トで あ る 。 今 回 調 査 範 囲 の 最 南 端 に 位

置 し、最 低 位 に あ た る 。'層位 は 、1層 一 耕 作 土 、2層 一榿 褐 色 粒 を 含 む 暗 灰 色 シ ル トi、3層 一 暗

1.耕 作 土3.暗 灰 色 シ ル ト

2.黄 茶 褐 色 礫 混 じ りシ ル ト(客 土 、固 く締 ま る)4.黄 灰 色 シ ル ト

1.耕 作 土6.灰 褐 色 シ ル ト

2.基 盤 土(一1層)7.茶 灰 褐 色 シ ル ト

3.灰 黄 褐 色 シ ル ト8.淡 茶 灰 褐 色 砂

4.暗 灰 色 シ ル ト9.淡 茶 灰 褐 色 シ ル ト

5.灰 色 シル ト

第7図 テ ス トピ ッ ト実 測 図(TP-2・4>
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灰 褐 色 シ ル ト、4層 一 灰 色 シ ル ト、5層 一 黄 灰 色 シ

ル トで あ る 。2層 は 客 土 と思 わ れ 、 そ の 下 層 、 地

表 下 約37cm以 下 は 氾 濫 堆 積 層 であ る 。 遺 物 は 、3

層 及 び4層 か ら磁 器 片 、 土 師 器 片 、 須 恵 器 片 が 微

量 に 出 土 した 。 遺 構 は 検 出 さ れ な か っ た 。

TP-2(第7、8図)

標 高174.3mの 田地 に 設 定 した 、2×2mの テ ス ト

第8図TP-2出 土遺物

ピ ッ トで あ る 。2層 は 客 土 と思 わ れ 、 そ の下 層3層 以 下 は氾 濫 堆 積 層 で あ る 。 遺 物 は 、2層 か

ら陶 磁 器 片 、3層 か ら陶 器 、 須 恵 器 が 若 干 出 土 した 。 第8図 は 、3層 か らの 出 土 遺 物 で あ る 。2

は 陶 器 の 底 部 で あ る 。 内 面 に の み 淡 緑 灰 色 の粕 薬 が か か り、 外 面 は 露 胎 して い る 。3は 須 恵

器 の 杯 で あ る 。 遺 構 は 検 出 され な か っ た 。

TP-3

標 高173・7mの 田 地 に 設 定 した ・2×2mの テ ス トピ ツ トで あ る 。 層 位 は ・1層 一 耕 作 土 ・2

層 一 基 盤 土 、3層 一 黄 榿 色 粒 を 含 む 灰 褐 色 シ ル ト、4層 一 灰 色 シ ル ト、5層 一 黄 灰 色 シ ル ト、6

層 一 茶 灰 色 シ ル ト、7層 一 暗 茶 色 シル ト、8層 一 青 灰 色 シ ル ト、9層 一 砂 粒 混 じ り榿 灰 色 シ ル

ト、10層 一 暗 灰 色 シ ル トで あ る 。3層 は 客 土 と思 わ れ 、 そ の 下 層 、 地 表 下 約30cm以 下 は 氾 濫

堆 積 層 で あ る 。 遺 物 は ・2層 か ら 土 師 器 片 ・ 瓦 質 土 器 片 ・ 陶 磁 器 片 ・4層 か ら土 師 器 片 が 若 干

出土 した 。 遺 構 は 検 出 され な か っ た 。1■

TP-4(第7図)

標 高173.2mの 田 地 に 設 定 した 、2×2mの テ ス ト ピ ッ トで あ る 。3層 は 客 土 と思 わ れ 、 そ の

下 層4層 以 下 は氾 濫 堆 積 層 で あ る 。 遺 物 は 、3層 か ら土 師 器 片 、 陶 器 片 、4層 か ら陶 器 片 、5層

か ら土 師 器 片 が 微 量 に 出 土 した 。 遺 構 は 検 出 され な か っ た 。

TP-5(第:10図)

標 高174.2mの 田 地 に 設 定 した 、5×2mの テ ス トピ ヅ トで あ る 。1、2層 下 に 客 土 と 思 わ れ る

層 は 確 認 され ず 、3層 以 下 が 氾 濫 堆 積 層 とな る 。 遺 物 は 、2層 か ら土 師 器 片 、 陶 磁 器 片 が 若 干

出土 した 。 遺 構 は 検 出 され な か った 。

TP-6(第9図)

第9図TP-6出 土遺 物

標 高174.2mの 田 地 に 設 定 した 、5×2mの テ ス トピ ヅ トで あ る 。T

P-5と 同 一 の 田地 内 で あ る 。 層 位 は 、1層 一 耕 作 土 、2層 一 基 盤 土 、3

層 一 灰 色 シ ル ト、4層 一 黄 灰 色 シ ル ト、5層 一 黄 青 灰 色 シ ル ト、6層 一

茶 灰 色 シル ト、7層 一 青 灰 色 シ ル トで あ る 。3層 以 下 が 氾 濫 堆 積 層 で あ

る 。 遺 物 は 、2層 か ら土 師 器 片 、 須 恵 器 片 、 陶 磁 器 片 が 若 干 出 土 し

8



た 。 第9図4は 青 磁 の 碗 で あ る 。 鏑 の鈍 い 蓮 弁 文 を 有 す る も の で 、 粕 の発 色 は 青 味 を 帯 び た 緑

色 で あ る 。 遺 構 は 検 出 さ れ な か った 。

TP-51,ll17A.(i・m

1.耕 作 土

2.基 盤 土(r1層)

3.暗 灰 色 シル ト

4.黄 灰 色 シ ル ト

5.榿 灰 色 細 砂 混 じ り シル ト

6.青 灰 色 細 砂 混 じ り シ ル ト

TP-7

1.耕 作 土

2.灰 色 粘 質 土

3.榿 灰 色 シ ル ト

4.茶 灰 色 シル ト(マ ンガ ン分 沈 着)

5.黄 灰 色 シ ル ト

6.灰 褐 色 シル ト

7.茶 灰 褐 色 シ ル ト

8.杭 痕(暗 灰 色 シ ル ト)

第10図 テ ス トピ ッ ト実 測 図(TP-5・7)
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TP-7(第10、11図)

標 高173.9mの 田 地 に 設 定 した 、5×

2mの テ ス ト ピ ッ トで あ る 。3層 以 下 が

氾 濫 堆 積 層 とな り、5層 上 端 の ラ イ ン

に氾 濫 流 に よる 顕 著 な 乱 れ が 認 め られ

る 。3層 上 面 か ら 旧 水 田 の 杭 が 穿 た れ

て い る ぽ か は 、 遺 構 は 確 認 され な か っ

た 。 遺 物 は 、3層 か ら土 師 器 片 、 陶 磁

器 片 、4層 か ら土 師 器 片 が 若 干 出 土 し

た 。 第11図 は 、4層 か ら の 出 土 遺 物 で

あ る 。5、6は 土 師 質 の 鍋 で あ る 。5は 、

第11図TP-7出 土 遺 物

口縁 端 部 に 指 頭 に よる 刻 み が み られ る 。6は 、 口縁 部 に1条 の 沈 線 が 施 され て お り、 外 面 は 指

頭 に よ り粗 く 調 整 され ・ 内 面 は 比 較 的 丁 寧 に ナ デ られ て い る 。7は 、 土 師 質 の 足 鍋 の 脚 で あ

る 。 粗 く面 取 り され て い る 。

TP-8(第12図)

標 高174・8mの 田 地 に 設 定 した ・5×2弊 の テ ス トピ ッ トで あ る ・3層 以 下 が 氾 濫 堆 積 層 と な

りぐ5層 及 び6層 の 上 端 の ラ イ ン に氾 濫 流 に よ る 顕 著 な 乱 れ が 認 め られ る 。 遺 構 は 検 出 され な

か っ た 。 遺 物 は ・2層 か ら土 師 器 片 、 須 恵 器 片 、 陶 磁 器 片 、3層 か ら土 師 器 片 、 陶 磁 器 片 、6

層 か ら土 師 器 片 が 若 干 出 土 した 。

TP一 一9

標 高174.7mの 田 地 に 設 定 した 、5×2mの テ ス ト ピ ッ トで あ る 。 層 位 は 、1層 一 耕 作 土 、2

層 一 基 盤 土 ・3層 一 暗 灰 色 シ ル ト、4層 一榿 褐 色 礫 を 含 む 暗 燈 灰 色 シ ル ト、5層 一 榿 灰 色 シ ル

ト、6層 一 暗 灰 褐 色 シ ル ト、7層 一 茶 灰 褐 色 シ ル ト、8層 一 澄 灰 色 シ ル ト、9層 一 茶灰 色 シ ル

ト・10層 一 灰 褐 色 シ ル トで あ る 。3層 以 下 が 氾 濫 堆 積 層 で あ る 。 遺 物 は 、1層 か ら土 師 器 片 、

陶 器 片 、4層 か ら土 師 器 片 、6層 か ら須 恵 器 片 が 若 干 出 土 した 。 遺 構 は 検 出 され な か った 。

・TP-10

標 高174.8mの 田 地 に 設 定 した 、2>〈2mの テ ス トピ ッ トで あ る 。 層 位 は 、1層 一 耕 作 土 、2

層 一 基 盤 土 、3層 一 灰 色 シル ト、4層 一 マ ン ガ ン分 沈 着 燈 灰 色 シ ル ト、5層 一 礫 分 混 じ り黄 灰

色 シル ト、6層 一 茶 灰 色 シ ル ト、7層 一 茶 灰 色 砂 、8層 一 礫 混 じ り灰 褐 色 砂 で あ る 。3層 以 下 が

氾 濫 堆 積 層 で 一あ る 。 遺 物 は 、2層 か ら 土 師 器 片 、 陶 磁 器 片 が 微 量 出 土 した 。 遺 構 は 検 出 され

な か っ た 。

一10一



TP-8
W

1.耕 作 土

2.基 盤 土(一1層 十 礫)

3.灰 褐 色 シ ル ト

4.榿 灰 色 シ ル ト

5.茶 灰 褐 色 マ ン ガ ン混 じ り シ ル ト

6.茶 褐 色 シ ル ト

TP-13
W

ロ 　へ 　 へ 　 　 　 　

1.耕 作 土5.灰 褐色 シル ト

2.灰 色 粘質 土6.淡 青灰 色 ジル ト(遺物 包 含層)

1:辮 凱 マンガン分潴)1:灘 魯識 じり細砂(マンガン分を含O)
TP-15LII175.2・ ・

wE

1.耕 作 土7.灰 色 シ ル ト

2.基 盤 土(一1層)8.榿 灰 褐 色 シル ト

3.灰 黄 色 シ ル ト9.茶 灰 色 シル ト

4.黄 灰 色 シル ト10.暗 茶 灰 色 シ ル ト

5.灰 榿 褐 色 シ ル ト11.暗 黄 褐 色 シ ル ト

6.榿 灰 色 シ ル ト112.暗 灰 褐 色 シ ル ト

第12図 テ ス ト ピ ッ ト実 測 図(TP-8・13・15)
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TP-11

標 高174.8mの 田 地 に 設 定 した ・2×2mの テ ス・ト ピ ヅ トで あ る 。TP-10と 同 一 の 田 地 内

で あ る 。 層 位 は ・1層 一一耕 作 土 ・2層 「 基 盤 土 ・3層 一 灰 褐 色 シ ル ト・4層 一 灰 黄 褐 色 シ ル ト、

5層 一榿i灰 褐 色 シ ル ト、6層 一 淡 青 灰 色 シル ト、7層 一 マ ン ガ ン 分 沈 着 茶 褐 色 シ ル ト、8層 一 茶

褐 色 シ ル ト、9層 一 茶 灰 色 シ ル ト、10層 一 礫 混 じ り灰 褐 色 砂 であ り、2～3層 に穿 た れ た 形 で

11層 一 青 灰 色 粘 質 土(杭 痕)、8層 中 の ブ ロ ッ ク と して12層 一 榿 褐 色 シ ル トが 観 察 さ れ る 。3

層 以 下 が 氾 濫 堆 積 層 であ る 。 杭 痕 は 現 水 田 に 伴 う も の と 思 わ れ 、 これ 以 外 に 遺 構 は 検 出 さ れ

な か った 。 遺 物 は 、2層 か ら土 師 器 片 が 微 量 出 土 した 。

TP一 一12

標 高174.7mの 田地 に 設 定 した ・2×2mの テ ス ト ピ ッ トであ る 。 層 位 は 、1層 一 耕 作 土 、2

層 一 基 盤 土 ・3層 一 暗 黄 灰 色 シ ル ト、4層 一黄 灰 色 シル ト、5層 一 黄 灰 褐 色 シ ル ト、6層 一 暗 黄

灰 褐 色 シ ル ト、7層 一 茶 褐 色 シ ル トであ る 。3層 以 下 が 氾 濫 堆 積 層 であ る 。 遺 物 は 、 出 土 層 位

不 明 だ が 須 恵 器 片 が 微 量 出土 した1遺 構 は 検 出 され な か っ たO-

TP一 一13(第12図)

標 高174.6mの 田 地 に 設 定 した ・2×2mの テ ス ト ピ ッ トであ る。3層 以 下 が 氾 濫 堆 積 層 とな

る 。 遺 構 は 検 出 され な か?た 。 遺 物 は ・6層 か ら土 師 器 片 が 若 干 出 土 した 。

TP-14

標 高174.9mの 田 地 に 設 定 した 、5×2mの テ ス トピ ッ トであ る 。 層 位 は 、1層 一 籍 作 土 、2

層 一 基 盤 土 ・3層 一 灰 色 シ ル ト・4層 一 黄 灰 色 シ ル ト 、5層 一 マ ン ガ ン 分 沈 着榿 茶 褐 色 シ ル

ト・6層 一 茶 灰 色 シ ル ト・7層 一 暗 茶 褐 色 砂 礫 、8層 二 茶 褐 色 砂 礫 、一9層一 礫 混 じ り茶 褐 色 砂 質

土 で あ る 。3層 以 下 が 氾 濫 堆 積 層 で 、5、6層 の 上 下 端 の セ ク シ ヨ ン ラ イ ンは 大 き な うね りを

示 す 。
.現 水 田 に 伴 う もの と 思 わ れ る 杭 痕 が2層 中 か ら打 ち 込 ま れ て い る ほ か に ・ 遺 構 は 検 出

され な か っ た 。 遺 物 は ・3層 か ら須 恵 器 片 、 陶 磁 器 片 、銅 製 の か ん ざ し、4層 か ら 須 恵 器 片 、

陶 器 片 、6層 か ら須 恵 器 片 が 微 量 出 土 して い る。

TP-15(第12図)

標 高174.9mの 田 地 に 設 定 した 、5×2mの テ ス トピ ッ トであ る 。TP-14と 同 一 の 田 地 内 で

あ る 。3層 以 下 が 氾 濫 堆 積 層 と な る 。遺 構 は 検 出 され な か っ た 。遺

物 は 、4層 か ら 土 師 器 片 、陶 器 片 、5層 か ら磁 器 片 が 若 干 出 土 した 。

TP-16(第13、14図)

標 高175.3m・ の 田 地 に 設 定 した 、2×2mの テ ス ト ピ ッ トであ る 。

層 位 は 、1層 一 耕 作 土 、2層 一 基 盤 土 、3層 一 灰 色 シル ト、4層 一 灰

褐 色 シ ル ト、5層 一 マ ン ガ ン 分 沈 着 榿 灰 褐 色 シ ル ト、6層 一 暗 茶 灰 第13図TP-16出 土 遺 物
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褐 色 シ ル ト、7層

一 茶 灰 色 シル ト、

8層 一 榿 褐 色 シ ル

ト、9層 一 茶 灰 褐

色 シ ル トで あ る 。

3層 以 下 が 氾 濫 堆

積 層 で あ り、5～7

層 を 挟 る氾 濫 流 路

の 埋 土 と して 、10

層 一 燈 灰 色 シ ル ト、

11層 一 マ ン ガ ン 分

沈 着 灰 色 シ ル ト、

12層 一 暗 茶 灰 色 シ

ル トが 観 察 さ れ 、

ま た 、7層 中 の ブ

ロ ッ ク と して 、13 第'14図TP-76出 土 遺 物

層 一 茶 灰 褐 色 シ ル ト、8層 中 の ブ ロ ッ ク と して 、14層 一 淡 茶 灰 色 シ ル トが 観 察 され るO遺 構

は 検 出 され な か っ た 。 遺 物 は ・4層 か ら土 師 器 片 ・ 須 恵 器 片 ・5層 か ら土 師 器 片 ・ 須 恵 審 片 ・:

7層 か ら 土 師 器 片 が 若 干 出 土 し、9層 か ら打 製 石 斧1点 と 土 師 器 片 が や や ま と ま っ て 出 土 した

が 、 図 示 で ぎ る も の は 少 な か っ た 。 第13図8は 、5層 か ら 出 土 した 須 恵 器 の 高 圷 の 脚 部 で あ

る 。 第14図 は 、9層 か ら 出 土 した 打 製 石 斧 で あ る 。 重 量1199を 測 る 。

TP-17(第15、16図)

標 高175.5mの 田 地 に 設 定 した 、5×2mの テ ス トピ ッ トで あ る 。 今 回 調 査 範 囲 の 最 北 端 に 位

置 す る 。3層 以 下 が 氾 濫 堆 積 層 とな る 。 遺 構 は 検 出 さ れ な か った 。 遺 物 は ・3層か ら須 恵 器 片 ・

瓦 質 土 器 片 ・ 陶 磁 器 片 ・4層 か ら陶 器 片 ・,6層 か ら 須 恵 器 片 ・ 陶 器 片 ・8・9層 か ら土 師 器 片 が

若 干 出 土 した 。 第15図 は 、3層 出 土 遺 物 で あ る 。10は 瓦 質 土 器 の鍋 で ・外 面 ナ デ 調 整 ・ 内 面 ハ

ケ 調 整 を 施 して い る 。 口縁 端 部 を わ ず か に 欠 い て い る 。11の 陶 器 は 卸 目 を 観 察 で き な い 磯 片

第15図TP一17出 土 遺 物
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だ が 、 播 鉢 の 口縁 部 で あ る 。 口縁 部 を 折 り返 し、 突 帯 と して い る。

TP-18(第16図)
、'

標 高175.3mの 田 地 に 設 定 した 、5×2mの テ ス ト ピ ッ トで あ る。3層 以 下 が 氾 濫 堆 積 層 とな

TP」7しn -i75.8。m

iz一一」_ノ
1.耕 作 土 ・b

2.基 盤 土(一1層)

3.黄 灰 色 シ ル ト

4.榿 灰 褐 色 シ ル ト

5.灰 褐 色 シ ル ト

6.灰 榿 褐 色 シ ル ト

7.茶 灰 色 シル ト

8.榿 灰 色 シル ト

9.暗 茶 灰 褐 色 シ ル ト

10.明 茶 灰 褐 色 シ ル ト

11.榿 褐 色 シ ル ト

12.茶 灰 褐 色 シ ル ト(含 マ ン ガ ン分)

TP-18

1.耕 作 土

2.灰 色 シ ル ト(一 基 盤 土)

3・ 暗 榿 灰 色 シル ト(マ ン ガ ン分 含 む)

4.暗 茶 灰 褐 色 シル ト

5.茶 灰 色 シ ル ト

6.榿 灰 色 シ ル ト

7.榿 灰 褐 色 シル ト

8.淡 榿 灰 褐 色 シル ト'

第16図 テ ス トピ ッ ト実 測 図(TP-17・18)
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る0遺 構 は 検 出 され な か っ た 。 遺 物 は 、2層 か ら須 恵 器 片 ・ 陶 器 片 ・3層 か ら 土 師 器 片 ・ 須 恵

器 片 が 若 干 出 土 して い る 。

TP一 一19(第17:18図)

標 高174.9mの 田 地 に 設 定 した 、5×2mの テ ス ト ピ ッ トで あ る 。3層 以 下 が 氾 濫 堆 積 層 ζ な

る 。 杭 痕 以 外 、 遺 構 は 検 出 さ れ な か っ た 。 遺 物 は 、4層 か ら 須 恵 器 片 、 陶 磁 器 片 、 トチ ン 、5

層 か ら須 恵 器 片 が 出 土 して い る 。 第18図 は13が5層 出 土 ・ そ れ 以 外 は4層 出 土 で あ る 。12は ・

TP-19

1.耕 作 土 .

2.基 盤 土(一1層)

3.灰 褐 色 シ ル ト

4.暗 灰 色 シ ル ト

5.黄 灰 色 シ ル ト

6.榿 灰 褐 色 シ ル ト

7.榿 褐 色 シ ル ト

8.茶 灰 褐 色 シ ル ト

9.茶 灰 色 砂 礫 混 じ りシ ル ト

10.杭 痕

11.青 灰 色 細 砂 混 じ りシ ル ト

TP-26

1.耕 作 土6.榿 灰 褐 色 シ ル ト

2.淡 灰 黄 色 シ ル ト7.暗 茶 灰 褐 色 シ ル ト

3.暗 灰 色 シ ル ト(マ ン ガ ン分 含 む)

4.黄 灰 色 シ ル ト8.茶 灰 色 シ ル ト

5.榿 灰 色 シル ト9.明 茶 灰 色 シル ト

10.基 盤 土(出1層)

第17図 テ ス トピ ッ ト実 測 図(TP-19・26)
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第18図TP一 一19出 土 遺 物

伊 万 里 系 と 思 わ れ る 染 付 け の 皿 で あ る 。 紬 が 厚 くか か?て お り・ 焼 成 不 良 で 陶 胎 気 味 で あ

る 。13は 、 須 恵 器 の 高 圷 の 脚 部 片 で あ る 。2条 の 沈 線 が 施 さ れ て い る 。14～16は 、 須 恵 器 の

甕 の 胴 部 片 で あ る 。14と16は 、 外 面 平 行 タ タ キ 、 内面 同心 円 タ タ キ で 、15は 外 面 平 行 タ タ

キ 、 内 面 放 射 状 タ タ キ が 観 察 さ れ る 。

TP-20

標 高175.Omの 田 地 に 設 定 した 、2×2mの テ ス ト ピ ヅ トで あ る 。 層 位 は ・1層 一 耕 作 土 ・2

層 一 基 盤 土 、3層 一 黄 灰 色 シ ル ト、4層 一 燈 灰 色 シ ル ト、5層 一 マ ン ガ ン分 沈 着 暗 茶 灰 褐 色 シ

ル ト、6層 一 茶 灰 褐 色 シ ル ト、7層 一 砂 礫 混 じ り暗 灰 褐 色 シ ル ト、8層 一 暗 茶 褐 色 細 砂 、9層 一

黄 灰 色 細 砂 で あ る 。3層 以 下 が 氾 濫 堆 積 層 で あ り、3、4層 を挟 る氾 濫 流 路 の 埋 土 と して 、10

層 一 淡 灰 黄 色 シ ル.ト、11層 一 淡 榿 灰 色 シ ル トが 観 察 さ れ る 。 また ・6層 と7層 の 接 線 σ～ラ イ ン

が 大 幅 に 乱 れ て お り、 氾 濫 の 様 子 を 顕 著 に 示 して い る 。 杭 痕 以 外 ・ 遺=構は 検 出 され な か っ

た 。 遺 物 は 、2層 か ら 須 恵 器 片 、 陶 磁 器 片 、3層 か ら 須 恵 器 片 が 出 土 して い る 。

TP-21(第19、20図)

標 高175.2mの 田地 に 設 定 した 、5×2mの テ ス ト ピ ッ トで あ る 。3層 以 下 が 氾 濫 堆 積 層 と な

る 。 杭 痕 以 外 、 遺 構 は 検 出 され な か ら た 。 遺 物 は 、3層 か ら 須 恵 器 片 、4層 か ら 土 師 器 片 ・ 須

恵 器 片 、 陶 器 片 、 鉄 片 、5層 か ら土 師 器 片 、 須 恵 器 片 、 キ セ ル 片 ・6層 か ら 土 師 器 片 ・ 須 恵 器

片 、 陶 器 片 、7層 か ら土 師 器 片 、 須 恵 器 片 、9層 か ら須 恵 器 片 ・10層 か ら土 師 器 片 が 出 土 し て

い る 。 特 に 、6、7層 か ら の 須 恵 器 の 出 土 量 は 多 く、破 片 数 に して160を 数 え た ・ 第20図 は ・24

と26が6層 出 土 、 そ れ 以 外 は7層 出 土 で 、 い ず れ も 須 恵 器 で あ る 。17～20は ・ 蓋 で あ る 。17は

他 の 蓋 に 比 して や や 大 型 で 、 つ ま み の 有 無 を 確 認 で き な い 。 短 頸 壷 の 蓋 の 可 能 性 もあ る 。

二16一



TP-21

1.耕 作 土

2.基 盤 土

F灘 麟 畔 舗

(遺物包含 層)

}5.茶 灰 褐色 シル ト
o(遺 物包 含層)

6.暗 灰色 シル ト

ニ(遺物 包含 層)

7.黒 色 土

"8.淡 榿灰 色 シル ト

9,暗 榿灰褐色 シル ト

(マ ンガ ン分含 む)

10.榿 灰褐色 シル ト

11.暗 灰褐 色 シル ト

ー12.灰 褐 色 シル ト

・13.榿 褐色 シル ト

14.杭 痕

TP-22

じ 　 ユ ゼ 　ロ ご

'1
.耕 作 土5.黄 茶 褐 色 土(地 山)

2.基 盤 土(マ ンガ ン分 含 む)6.淡 茶 褐 色 土(礫 を含 む)

3.茶 褐 色 土7.暗 茶 灰 褐色 シ ル ト

4.暗 茶 褐 色 土(マ ン ガ ン分 含 む)

第19図 ・ テ ス ト ピ ッ ト実 測 図(TP-21・22)
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第一20図TP-21出 土 遺 物

18～20は 輪 状 つ ま み を 有 す る杯 蓋 で 、22、23は 高 台 を有 す る圷 で あ る 。21は 甕 の 口縁 部 、24

～26は 甕 の胴 部 片 で あ る.24は 外 面 格 子 目 タ タ キ 、 内面 同 心 円 タ タ キ 、25、26は 外 面 平 行 タ

タ キ ・ 内 面 同 心 円 タ タ キ で 、25の 外 面 に は カ キ メが 観 察 され る 。.・

TP-22(第19、21図)

標 高176.3mの 田 地 に 設 定 した 、2×2mの テ ス ト ピ ッ トで あ る 。 調 査 範 囲 中 最 高 位 に 位 置

し ・ 最 も 近 隣 のTP-21と は 、1mめ 比 高 差 が あ る 。 他 の テ ス ト ピ ツ トと は 土 層 の 状 況 が 異

な っ て シル ト層 の 堆 積 は み ら れ ず 、 氾 濫 の 影 響 を 被 ら な い 安 定 した 層 序 を 示 し て い る 。 遺 構

は ・3層 中 また は4層 中 か ら据 り込 まれ た ピ ッ トが4基 検 出 さ れ ・ うち2基 は 柱 穴 状 で あ っ た.

遺 物 は 、2層 か ら 須 恵 器 片 、 陶 器 片 、3層 か ら須 恵 器 片 、磁 器 片 、4層 か ら 土 師 器 片 、 須 恵 器

片・瓦質土器片 ・陶磁審片・7層から土

師器片が出土 してい る。3、4層からの

須恵器の出土量 が若干多いようであ

る。遺 構 からの出土はみられなか っ

た。第21図 は、3層からの出土造物で

ある。27は明代の染め付け磁器で、皿 第21図TP-22出 土 遺 物
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b

1.耕 作 土11.灰 色 シル ト

2.基 盤 土12.榿 灰 褐 色 シル ト

3.黄 灰 色 シ ル ト ・(マ ンガ ン分 含 む)

4.榿 灰 色 シル ト13.暗 榿 灰 褐 色 シ ル ト

(鉄 分 沈 着)(マ ンガ ン分 含 む)

5.淡 榿 灰 色 シ ル ト14.暗 灰 色 シ ル ト

6.暗 茶 褐 色 シル ト(砂 礫 を含 む)

7.灰 淡 榿 色 シル ト15.暗 茶 灰 褐 色 シ ル ト

1:蒙難 ㌫ ト 、6.茶褐色勲 包含層)
10.黄 榿 灰 色 シ ル ト17.暗 茶 褐 色 砂礫

第22図 テ ス.ト ピ ッ ト実 測 図(TP-25)

形 を な す もの と 思 わ れ る 。28は 須 恵 器 の 甕 の胴 部 片 で ・ 外 面 格 子 目 タ タ キ ・ 内面 同 心 円 タ タ

キ が 観 察 さ れ る 。

TP-25(第22、23図)

標 高175.3mの 田 地 に 設 定 した 、5×2mの テ ス トピ ッ トで あ る ・TP-16と 同 一 の 田 地 内 で

あ る 。3層 以 下 が 氾 濫 堆 積 層 で あ る 。7層 と8層 の識 別 は 漸 移 的 な も の で あ り・7層 は 氾 濫 に

よる流水の痕跡 と思われ る。

遺構は確認 していない。遺物

は、2層 から土師器片、須恵

器片、陶磁器片、3層 か ら土

師器片、須恵器片、10層 か ら

土師器片が出土 した。15層か

らは約100片 の弥生土器 と思

われる破片が出土 した。図示

できるものは少なく、全て摩 第23図TP-25出 土 遺 物
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滅 を 受 け て い る 。 第23図 の29～31は ・15層 出 土 の 弥 生 土 器 で あ る 。29は 浅 く 「く」 字 形 之 外

反 す る 甕 で あ る 。30は 口縁 端 部 に 刻 み 目を 施 す もの で 、31は 底 部 で あ る。32は 、3層 出 土 の

須 恵 器 の 杯 で あ るO

TP-26(第17:24図)噌"L

標 高175・Omの 田地 ひ『設 定 した ・5×'2mの テ ス トピ ッ トで あ る 。TP-20と 同 一 の 田 地 内

で あ る ・'2層 以 下 が 氾 濫 堆'積層 で あ る 。一遺 構 は 確 認 して い な い
。 遺 物 は 、2層 か ら土 師 器 片 、

須 恵 器 片 ・ 陶 器 片 ・ トチ ン.・3層 か ら 須 恵 器 片 、 陶 器 片 、 トチ ン が 出 土 した 。3層 か ら の 須 恵

器 片 の 出 土 が 顕 著 で ・ 約70片 を 数 え た 。 第24図 の33は2層 出 土 、 他 は3層 出 土 で 、 い ず れ も須

恵 器 で あ る 。33・34は 輪 状 つ ま み を 有 す る圷 蓋 であ る 。35は 比 較 的 大 型 の 蓋 で 、 口径18.lcm

を 測 る 。36は 圷 の 底 部 で あ る ・37・38は 聾 の頸 部 で ・37に は 波 状 文 が 観 察 され 、38に は 沈 線

文 と 段 が み られ る 。

TP-27

標 高175・5mの 田 地 に 設 定 した ・2×2mの テ ス ト ピ ヅ トで あ る 。TP-17と 同 一 の 田 地 内

で あ る 。 層 位 は ・1層 一 耕 作 土 ・2層 一 基 盤 土 、3層 一 灰 色 シ ル ト、4層 一黄 灰 色 シ ル ト、5層

一 灰 褐 色 シ ル ト・6層 一 鉄 分 沈 着 灰 褐 色 シ ル ト
、7層 一 マ ン ガ ン 分 沈 着 灰 褐 色 シ ル ト、8層 一

茶 灰 褐 色 シ ル ト、9層 一 茶 灰 色 シ ル ト、10層 一 明 燈 灰 色 シ ル ト、11層 一 細 砂 混 じ り灰 榿 色 シ

ル ト』、12層 一 砂 礫 混 じ り灰 色 シ ル ト、13層 一 淡 榿 灰 褐 色 シ ル トで あ る 。3層 以 下 が 氾 濫 堆 積

層 で あ る 。 遺 構 は 検 出 さ れ な か った 。 遺 物 は 、2層 か ら土 師 器 片 、 須 恵 器 片 、 陶 磁 器 片 、8層

か ら土 師 器 片 が 出 土 し て い る 。

第24図'TP-26出 土 遺 物
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第25図TP-28出 土 遺 物

TP-28(第25図)

標 高175.2mの 田 地 に 設 定 した 、5×2mの テ ス トピ ッ トで あ る。TP-21と 同 「 の 田地 内.で

あ る 。層 位 は 、1層 一 耕 作 土 、2層 一 基 盤 土 、3層___.… 灰 色 シ ル ト・4層 一 暗 灰 色 セ ル ト・5層 一

茶 灰 褐 色 シ ル ト、6層一 灰 色 シ ノレ ト、7層一?ン ガ ン分 沈 着 暗 茶 灰 褐 色 シ ル ト、8層一 マ ン ガ ン分

沈 着 燈 灰 褐 色 シ ル ト、9層 一 茶 灰 色 シ ル ト・10層 一 暗 茶 褐 色 シル ト・11層 一 明澄 灰 色 シ ル トで

あ る 。3層 以 下 が氾 濫 堆 積 層 で あ る 。 遺 構 は 検 出 さ れ な か った 。 遺 物 は ・2層 か ら土 師 器 片 ・

須 恵 器 片 、 陶 磁 器 片 、3層 か ら 須 恵 器 片 、 陶 磁 器 片 、4層 か ら 土 師 器 片 ・ 須 恵 器 片 ・.瓦質 土 器

片 、陶 磁 器 片 、5層 か ら土 師 器 片 、 須 恵 器 片1瓦 質 土 器 片 ・ 陶 磁 器 片 ・土 錘 ・6層 か、ら 土 師 器
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u

1.腐 葉 土

2.榿 灰 色 土

3. 一榿 褐 色 土

1.腐 葉 土

2.榿 茶 褐 色 土

3.榿 褐 色 土

第26図 テ ス トピ ッ ト実 測 図(TP-23・24)

片 ・ 須 恵 器 片 が 出 土 して い る 。 特 に 須 恵 器 の 出 土 が 顕 著 で あ り、4～6層 に か け て 約230片 が

出 土 し て い る 。 第25図 は 、46、50が3層 出土 、39、43、 』45が4層 出 土 、40、42、47、53～56が

5層 出 土 、41、44、48、49、51、52が6層 出 土 の 遺 物 で あ る 。39～46、48～52は 須 恵 器 で あ

る 。39、40、43、49は 壷 の 各 部 で 、39、40は 口頸 部 、43は 肩 部 、49は 平 底 の 底 部 で あ る 。49

の 外 面 は 格 子 目 タ タ キ で ・ 内 面 に は 粗 い ハ ケ調 整 が み られ る 。41は 蓋 で あ る 。 端 部 が 内 湾 気

味 に 外 反 して い る。42、44～46、48は 杯 で あ る。42、44は 高 台 を もた な い も の で 、44は 口縁

端 部 に1条 の 沈 線 が 施 され て い る 。45、46、48は 高 台 を 有 す る もめ で 、48の 底 部 に は 糸 切 り

痕 が 観 察 され る 。50～52は 、 甕 の 胴 部 片 で あ る 。50の 外 面 は 平 行 タ タ キ 、 内 面 は 放 射 状 タ タ

キ で 、51の 外 面 は 平 行 タ タ キ 、 内 面 は 同心 円 タ タ キ 、52の 外 面 は 格 子 目 タ タ キ で 、 内面 は 同

心 円 タ タ キ で あ る 。47は 緑 粕 陶 器 の 小 片 で あ る 。 碗 形 と 思 わ れ 、粕 は 極 め て 薄 い 。53は 青 磁

の 碗 で あ る 。 内 外 面 に 草 花 文 が 施 され 、 紬 ほ 淡 緑 色 に 発 色 して い る。54は 播 鉢 で 、 高 台 を 有

す る もの で あ る 。55は 土 師 質 の 足 鍋 の 脚 で 、 粗 く面 取 り され て い る 。56は 土 師 質 の 土 錘 で 、

重 量59を 測 る 。

(2)B区 の 概 要(第6図)

高 田 集 落 の 北 側 に 伸 び る 支 丘 上 が 対 象 地 で あ る。 標 高216mの 頂 き付 近 に2ケ 所 の テ ス ト

ピ ッ トを 設 定 した 。 現 況 で は ・ 頂 上 付 近 ま で 尾 根 が 階 段 状 に 大 幅 に 削 平 さ れ て お り・ 遺 構 の

遺 存 の 可 能 性 は 低 い も の と思 わ れ た 。

TP-23、24(第26図)

い ず れ も2×1mの テ ス トピ ヅ トで あ る 。 遺 構 、遺 物 は 共 に検 出 され な か った 。
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IV.小 結

今 回 の 調 査 では 、A区26ケ 所 、B区2ケ 所 の テ ス トピ ッ トを 設 定 した 。A区 で は ・TP-22

か ら ピ ッ トを 検 出 した ほ か は 、 遺 構 は 確 認 され な か っ た 。 調 査 地 の 大 半 は 氾 濫 原 で あ り・ 生

活 域 と し て 不 適 当 な 環 境 に あ る こ とは 、 シ ル ト層 の 厚 い 堆 積 か ら もみ て と れ る 。 遺 構 の 存 在

を 推 察 し 難 い 状 況 で は あ る が 、 全 て の テ ス トピ ヅ トか ら遺 物 の 出 土 が み ら れ た 。 氾 濫 に よ る

流 れ 込 み で は あ る が 、 遺 物 包 含 層 が 一 面 に 広 が っ て い る こ と は 確 実 で あ る 。TP-22の 南 側

に 設 定 され たTP-19～21、26、28の5ケ 所 の テ ス ト ピ ッ トか らは 、TP-22側 か らの 流 れ

込 み と思 わ れ る 須 恵 器 の 出 土 が 特 に 顕 著 で あ った 。 これ ら の テ ス トピ ッ トよ り北 西 側 は 旧 来

鴻 寄 遺 跡 と 称 され た 遺 物 散 布 地 で 、TP-22を 設 定 した 田 地 あ た りで 周 辺 よ り1m以 上 も急

激 に 高 くな っ て い る 。TP-22で 検 出 され た 遺 構 は4基 で 、 うち2基 に つ い て掘 り下 げ を 行 っ

た と こ ろ 、 柱 穴 状 の ピ ッ トで あ る こ とを 確 認 した 。 あ と の2基 に つ い て は 、 検 出 面 の 状 況 か

ら1基 は 柱 穴 状 の ピ ッ ト、 も う1基 は 土 坑 状 を 呈 す る も の と思 わ れ る 。 遺 物 散 布 の密 度 か ら

も 、TP-22よ り北 西 側 の 高 位 部 に遺 跡 地 が 広 が っ て い る こ とが 推 察 さ れ よ う。 この 遺 跡 の

年 代 と し て 、TP-19～21、26、28か ら 多 量 に 出 土 した 須 恵 器 の 年 代 を 当 て は め る と す れ

ば 、 平 安 時 代 前 期 頃 を 主 体 とす る時 期 と い え る 。 第20、24図 に 掲 げ た よ うな 輪 状 つ まみ を 有

す る 杯 蓋 の 年 代 観 に つ い て は 、 石 見 地 方 で は8世 紀 末 ～9世 紀 前 半 とい う見 解 が 一 般 的 で あ

る 。 ま た 放 射 状 タ タ キ の 石 見 部 で の 類 例 と して 、 那 賀 郡 旭 町 重 富 遺 跡 例 が 知 られ る が ・ ほ ぼ

同様 な 年 代 的 位 置 付 が な さ れ て い る。 緑 粕 陶 器 に つ い て は 、 小 片 で もあ り・ 時 期 を 判 断 す る

に 至 らな か っ た が 、 概 ね 平 安 時 代 前 期 よ り遡 る こ と は な い で あ ろ う。 他 の 須 恵 器 も概 ね 時 期

を 等 し くす る も の と考 え られ る 。

B区 は 、 古 墳 、 砦 等 の遺 構 の 存 在 が 予 測 さ れ る 立 地 で は あ っ た が 、 尾 根 の 大 幅 な 削 平 の た

め か 、 遺 構 、 遺 物 は 確 認 され な か った 。 な お 、 周 辺 を 踏 査 した 際 に 道 祖 神 を確 認 した ・ 第6

図 、TP-24の 北 東 側 の 道 端 に ∴ で 示 し た 地 点 で あ る 。 古 来 ・ こ の 山 道 に お い て 活 発 な 往 来

が あ った こ とを 偲ぽ せ る も の で あ る 。
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高田遺跡分布調査TP一 覧表

一一

.地区 lTP

番 号

調 査 規 模

(m×m=㎡)
遺 構 出 土 遺 物

A

1 5×2=10 土師器、須恵器 、磁器

2 2×2=4 須恵器、陶磁器

3 2×2=4 土師器、瓦質土器、陶磁器

4 2×2=4 土師器、陶器

5 5×2=10 土師器、青磁、陶磁器

6 5×2=10 土師器、須恵器、青磁、陶磁器

7 5×2=10 土師器、青磁 、陶磁器

8 5×2=10 土師器、須恵器、陶磁器

9 5×2=10 .土 師 器 ・ 須 恵 器 、 陶 器

10 2×2=4 土師器 、青磁、陶器

11 2×2=4 土師器

12 2×2=4 須恵器

13 2×2=4 土 師 器}

14 5×2=10 須 恵 器 、 陶 磁 器 、か ん ざ し

15 5×2=10 土師器、陶磁器

16 2×2=4 土師器、須恵器 、石斧

17 5×2=10 土師器、須恵器、瓦質土器、青磁、陶磁器

18 5×2=10 土師器、須恵器、陶器

19 5×2=10 須 恵 器 、 陶 磁 器 、 トヂ ン

20 2×2=4 須恵器、陶磁器

21 5×2=10 土師器、須恵器、陶器く鉄製品、煙管

22 2×2=4 ピ ッ ト4 土師器 、須恵器、瓦質土器、陶磁器

B

区

23 2×1=2

24 2×1=2

A

区

25 5×2=10 弥 生 土 器 、 土 師 器 、 須 恵 器 、 白磁 、 陶 磁 器

26 5×2=10

■

土 師 器 、 須 恵 器 、 陶 器 、 トチ ン

27 2×2=4 土師器、須恵器、陶磁器

28 5×2=10 土師器・須恵器 ・瓦質土器 ・青磁・陶磁器・土錘

計 198m
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1.A区 調査地遠景(北 西から)

3.TP-4完 掘 状 況(西 か ら)

2.作 業 風 景

4.TP-6完 掘 状 況(西 か ら)



1.TP-8遺 物 出 土 状 況(西 か ら) 2.TP15一 完 掘 状 況(西 か ら)

3.TP-17遺 物 出土 状 況(西 か ら) 4.TP-21遺 物 出 土 状 況(西 か ら)



1.TP-22遺 構 検 出 状 況(西 か ら)

3.B区 調査地遠景(東 から ・矢印が調査地点)

2.TP-25遺 物 出 土 状 況(西 か ら)

4.TP-23完 掘 状 況(北 か ら)



図 版4

1一 表 採 、2-TP250～52-TP28

11-TP17、54-TP2815-TP19

4-TP6、47・53-TP2829～31-TP25

27-TP22,!2-TP19

5～7-TP7、10-TP179-TP16

55.56-TP28

17.19.23-TP21

41.44-TP28
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